
隅
田
八
幡
神
社
人
物
画
像
鏡
に
お
け
る
「
開
中
」

字
考

石
和

田
　
　
秀
　
　
幸

さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
理
由
も
解
き
明
か
す
は
ず
で
あ
る
。

は
じ
め
に

「
開
中
」
の
読
み
に
対
す
る
国
語
学
的
判
断

　
隅
田
八
幡
神
社
人
物
画
像
鏡
の
銘
文
中
に
は
、
「
開
中
費
直
」
と
判
読
さ
れ

る
人
名
が
あ
る
。
こ
れ
を
、
日
本
書
紀
所
引
の
百
済
本
紀
中
に
出
て
く
る
「
加

不
至
費
直
（
河
内
直
）
」
と
同
一
人
物
と
す
る
見
方
が
あ
り
、
六
世
紀
初
頭
の

朝
鮮
半
島
の
政
治
情
勢
を
説
明
す
る
時
に
し
ば
し
ば
利
用
さ
れ
、
半
ば
定
説
化

し
て
い
る
。
し
か
し
、
河
内
直
説
に
は
ま
だ
多
く
の
問
題
点
が
あ
り
、
断
案
と

す
る
に
は
不
安
が
残
る
。
本
稿
で
は
、
中
国
・
朝
鮮
の
東
ア
ジ
ア
の
漢
字
文
化

を
視
座
に
置
き
な
が
ら
、
こ
の
「
開
中
費
直
」
の
「
中
」
字
に
焦
点
を
し
ぼ
っ

た
考
察
を
展
開
す
る
つ
も
り
で
あ
る
。
ま
た
、
近
年
充
実
し
て
き
た
異
体
字
の

工
具
書
を
使
っ
て
「
開
」
字
に
つ
い
て
の
再
検
討
を
試
み
、
「
開
中
」
の
読
み

に
新
た
に
私
案
を
示
し
て
、
長
く
続
い
て
き
た
河
内
直
説
を
改
め
た
い
。
そ
し

て
、
そ
の
読
み
は
こ
の
鏡
（
以
下
隅
田
鏡
と
す
る
）
が
隅
田
八
幡
神
社
に
伝
来

　
　
　
　
　
隅
田
八
幡
神
社
人
物
画
像
鏡
に
お
け
る
「
開
中
」
字
考

　
国
語
学
の
分
野
か
ら
は
、
す
で
に
「
開
中
」
の
読
み
に
つ
い
て
二
つ
の
見
解

が
提
起
さ
れ
て
い
る
。
一
っ
は
蔵
中
進
氏
の
「
『
カ
フ
チ
』
考
」
で
あ
り
、
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
０

う
一
つ
は
馬
渕
和
夫
氏
の
「
隅
田
八
幡
宮
蔵
古
鏡
の
銘
文
に
つ
い
て
」
で
あ
る
。

両
氏
と
も
、
上
代
語
史
に
造
詣
が
深
く
、
隅
田
鏡
の
銘
文
を
考
え
る
の
に
は
最

も
ふ
さ
わ
し
い
碩
学
で
あ
る
。
い
さ
さ
か
長
文
に
な
る
が
、
重
要
な
指
摘
で
あ

る
の
で
あ
え
て
引
用
す
る
。

　
　
　
　
　
【
蔵
中
進
説
】

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
先
に
示
し
た
福
山
敏
男
博
士
の
論
に
よ
る
と
、
「
開
は
古
く
カ
フ
の
音

　
　
が
あ
っ
た
ら
し
い
か
ら
云
々
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
そ
う

　
　
す
る
と
「
開
」
に
「
カ
フ
」
の
音
が
あ
る
、
っ
ま
り
「
開
」
は
入
声
音
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
三



　
　
　
隅
田
八
幡
神
土
人
物
画
像
鏡
に
お
け
る
「
開
中
」
字
考

あ
っ
た
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
は
一
体
可
に
よ
ら
れ
た
も
の
で
あ

ろ
う
か
。
「
開
」
は
「
広
韻
－
苦
哀
切
、
ま
た
『
韻
鏡
－
で
は
外
転
士
二

　
　
か
い

間
、
蟹
摂
、
平
声
胎
韻
一
等
の
音
で
｝
。
管
、
国
語
音
と
し
て
は
「
カ
イ
」

は
日
本
書
紀
で
は
後
述
す
る
よ
う
に
「
ケ
」
乙
類
に
用
い
ら
れ
て
い
て
、

と
う
て
い
こ
れ
を
「
カ
フ
」
の
音
に
用
い
ら
れ
た
と
は
考
え
る
こ
と
が
で

き
な
い
。
ま
た
、
か
り
に
福
山
説
に
従
っ
て
「
開
」
を
「
ヵ
フ
」
と
訓
む

と
、
「
中
」
を
「
チ
」
と
訓
ま
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
る
が
、
「
中
」
は

　
　
　
ち
よ
く

『
広
韻
－
陵
弓
切
、
『
韻
鏡
』
内
転
一
開
、
通
摂
、
平
声
東
韻
三
等
の
音

で
↓
”
官
お
、
上
代
文
献
に
お
い
て
「
中
」
を
「
チ
」
の
仮
名
に
用
い
た
例

は
他
に
な
い
の
で
あ
る
。
あ
る
い
は
「
中
」
を
訓
読
し
て
「
ウ
チ
」
と
訓

ん
だ
、
と
考
え
て
、
母
音
「
ウ
」
が
前
項
の
「
カ
フ
」
の
末
尾
と
融
合
し

て
、
そ
の
結
果
「
カ
フ
チ
」
に
な
っ
た
と
説
明
さ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、

さ
き
に
記
し
た
よ
う
に
「
開
」
は
「
カ
フ
」
と
い
う
音
を
も
ち
得
な
く
、

こ
の
道
も
閉
ざ
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
「
開
中
」
は

語
学
的
見
地
に
立
っ
限
り
「
カ
フ
チ
」
と
訓
み
得
な
い
と
断
ず
べ
き
で
あ

る
。　

　
　
【
馬
渕
和
夫
説
】

　
「
河
内
」
は
穴
老
甲
皇
↓
穴
老
ま
と
い
う
音
連
続
で
あ
り
、
こ
れ
に

「
開
中
」
宍
巴
ま
馬
（
↓
ヌ
９
ま
昌
ｏ
ｑ
）
が
当
て
ら
れ
る
可
能
性
は
薄
い
。

こ
と
に
雌
韻
は
日
本
語
で
は
、
ガ
行
音
（
た
と
え
ば
「
当
麻
タ
ギ
マ
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
四

　
　
「
相
模
サ
ガ
ミ
」
な
ど
）
や
ウ
音
（
た
と
え
ば
「
東
ト
ウ
」
「
唐
タ
ウ
」
な

　
　
ど
）
と
な
っ
て
、
用
い
ら
れ
る
の
で
あ
る
か
ら
（
「
加
不
至
費
直
」
の
）

　
　
「
至
」
の
音
と
は
合
わ
な
い
。

　
以
上
の
ご
と
く
、
両
氏
と
も
「
開
中
」
を
「
カ
フ
チ
」
と
訓
む
こ
と
に
ま
っ

た
く
否
定
的
な
見
解
を
持
っ
て
い
る
。
文
献
史
学
の
観
点
か
ら
は
河
内
費
直
と

読
み
た
い
の
で
あ
ろ
う
が
、
一
」
う
い
っ
た
国
語
学
的
な
結
論
に
反
論
を
加
え
た

論
述
に
い
ま
だ
出
会
わ
な
い
。
そ
も
そ
も
、
な
ぜ
チ
音
を
「
至
」
や
「
智
」
の

よ
う
な
も
っ
と
似
た
字
音
で
表
現
し
な
か
っ
た
の
か
。
例
え
ば
「
カ
フ
」
は
入

声
音
の
「
甲
」
を
使
え
ば
よ
く
、
「
甲
至
」
で
「
カ
フ
チ
」
を
表
現
で
き
る
の

で
あ
る
。
「
中
」
字
に
こ
だ
わ
っ
た
こ
の
銘
文
の
述
作
者
の
意
図
は
ど
こ
に
あ

っ
た
の
か
。
私
は
こ
の
「
中
」
字
の
意
味
を
広
く
東
ア
ジ
ア
の
漢
字
文
化
と
い

う
視
点
で
、
考
え
直
し
て
み
た
い
の
で
あ
る
。

二
　
地
名
と
し
て
の

「
１
中
」

　
実
は
中
国
で
は
古
代
よ
り
、
下
部
が
中
字
で
終
わ
る
「
１
中
」
の
形
の
地

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

名
が
散
見
す
る
。
「
歴
代
中
国
地
理
志
韻
編
今
釈
」
に
載
る
地
名
を
列
挙
す
れ

ば
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ほ
う
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ろ
う
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
ん
　
　
　
　
ろ
う

　
　
漢
中
、
雲
中
、
桑
中
、
褒
中
、
資
中
、
閲
中
、
楡
中
、
潭
中
、
漫
中
　
南

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
せ
ん

　
　
漢
中
、
南
萄
中
、
越
中
、
西
中
、
林
中
、
陳
中
、
河
中
、
柳
中
、
興
中

　
こ
の
よ
う
な
地
理
志
中
の
群
県
名
の
「
１
中
」
字
の
語
源
を
探
る
と
、
そ



の
半
数
近
く
は
同
所
近
く
に
上
字
を
名
と
す
る
川
が
「
１
水
」
と
し
て
流
れ

て
い
る
。
「
漢
中
郡
」
に
は
「
漢
水
」
が
、
「
潭
中
県
」
に
は
「
潭
水
」
が
流
れ

て
い
る
。
漢
書
補
注
に
「
秦
恵
王
置
二
漢
中
郡
一
因
二
水
名
一
也
」
と
あ
る
よ
う

に
、
古
代
の
中
国
で
は
河
川
流
域
を
称
し
て
「
－
中
」
と
名
付
け
た
の
で
あ

る
。
同
じ
よ
う
な
用
例
と
し
て
、
「
－
陽
」
を
参
考
に
あ
げ
る
と
、
こ
れ
は

「
水
北
為
レ
陽
、
山
南
為
レ
陽
」
一
春
秋
谷
梁
伝
・
僖
公
二
十
八
年
一
と
あ
る
よ

う
に
、
川
の
北
岸
一
帯
の
土
地
に
付
け
ら
れ
る
名
前
だ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
、

中
国
の
地
名
は
自
然
の
特
に
川
や
山
と
関
わ
っ
て
付
け
ら
れ
た
名
前
が
多
い
の

で
あ
る
。
居
延
漢
簡
に
も
漢
代
の
里
名
と
し
て
「
泉
中
」
「
宿
中
」
「
北
中
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
？

「
南
中
」
「
望
中
」
な
ど
の
地
名
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。
里
名
に
も
「
１
中
」

の
地
名
は
一
般
的
だ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
れ
で
は
、
こ
の
「
中
」
字
が
地

名
と
し
て
使
わ
れ
だ
さ
れ
た
の
は
い
っ
ご
ろ
か
ら
で
あ
ろ
う
か
。
そ
も
そ
も
、

中
国
古
代
の
地
名
の
成
り
立
ち
を
見
て
み
る
に
、
圧
倒
的
に
一
字
の
地
名
だ
っ

　
　
　
　
（
丁
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
が
く
　
　
　
し
よ
・
つ

た
と
い
う
説
が
あ
る
。
そ
れ
も
「
都
」
「
部
」
の
よ
う
に
「
お
お
ざ
と
」
の
付

く
も
の
が
多
か
っ
た
と
い
う
。
そ
の
一
字
の
地
名
が
二
字
化
し
て
い
く
原
因
は
、

中
国
が
秦
に
よ
っ
て
統
一
さ
れ
る
ま
で
の
間
に
一
字
の
同
一
地
名
が
増
え
て
し

ま
い
、
他
と
区
別
す
る
必
要
が
出
て
き
た
た
め
で
あ
る
よ
う
だ
。
ち
ょ
う
ど
、

電
話
の
台
数
が
増
え
て
、
桁
数
を
一
っ
増
や
す
よ
う
な
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
秦

　
　
　
　
ぴ
ん

の
時
代
に
閾
の
国
一
今
の
福
建
一
が
郡
に
編
入
さ
れ
る
時
、
「
閾
中
郡
」
と
さ

れ
た
例
が
あ
る
。
中
国
で
の
二
字
地
名
化
は
、
膨
張
主
義
の
時
代
に
お
け
る
政

　
　
　
　
　
隅
甲
八
幡
神
杜
人
物
画
像
鏡
に
お
け
る
「
開
中
」
字
考

策
の
一
っ
な
の
か
も
し
れ
な
い
。
も
と
も
と
は
地
名
の
片
方
が
本
来
の
地
名

（
国
名
や
部
族
名
）
と
い
う
場
合
が
多
く
、
「
中
」
は
一
字
地
名
を
二
字
化
す
る

　
　
　
　
　
　
　
＠

た
め
に
付
け
た
添
詞
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
そ
し
て
、
日
本
で
は
中
国
語

の
助
詞
の
類
を
訓
読
し
な
い
伝
統
が
あ
る
が
、
同
じ
よ
う
に
「
－
中
」
が
「
…

と
い
う
地
名
」
と
い
う
意
味
の
添
詞
と
し
て
使
わ
れ
、
下
字
の
「
中
」
を
訓
ま

な
く
と
も
よ
い
と
い
う
表
記
法
が
考
案
さ
れ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
れ

に
し
て
も
、
そ
の
よ
う
な
地
名
表
記
法
が
行
わ
れ
た
と
す
る
に
は
、
そ
の
こ
と

を
証
明
す
る
実
際
の
用
例
の
提
示
が
必
要
に
な
っ
て
く
る
だ
ろ
う
。

　
　
　
　
三
　
百
済
の
王
侯
名
に
お
け
る
地
名

　
さ
て
、
い
わ
ゆ
る
宋
書
倭
国
伝
に
は
、
有
名
な
倭
王
武
の
上
表
文
が
見
ら
れ

る
。
最
近
、
内
田
清
氏
は
「
百
済
・
倭
の
上
表
文
の
原
典
に
つ
い
て
」
と
い
う

　
’
７
、
論
文
に
お
い
て
、
百
済
の
験
慶
王
が
四
七
二
年
に
魏
に
奉
っ
た
上
表
文
と
こ
の

倭
王
武
の
上
表
文
の
漢
籍
と
の
類
同
語
句
を
調
査
し
、
こ
れ
ら
の
上
表
文
が
と

も
に
「
晋
書
」
に
そ
の
出
典
の
多
く
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
、
「
原
・
晋
書
」

の
存
在
の
可
能
性
を
示
し
た
。
内
田
氏
は
こ
の
二
っ
の
上
表
文
が
同
一
人
物
に

よ
っ
て
な
さ
れ
た
と
主
張
し
て
い
る
が
、
そ
こ
ま
で
言
い
切
る
こ
と
は
で
き
な

い
も
の
の
、
五
世
紀
の
倭
が
、
上
表
文
と
い
う
視
点
か
ら
見
て
、
百
済
漢
字
文

化
圏
の
強
い
影
響
下
に
あ
っ
た
こ
と
が
証
明
さ
れ
た
。

　
そ
し
て
、
「
１
中
」
の
形
の
地
名
が
、
南
斉
書
百
済
伝
の
上
表
文
に
数
多
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
五



　
　
　
　
　
隅
田
八
幡
神
社
人
物
画
像
鏡
に
お
け
る
「
開
中
」
字
考

表
れ
る
こ
と
は
、
「
開
中
」
を
考
え
る
時
に
看
過
で
き
な
い
事
実
で
あ
ろ
う
と

思
う
。
以
下
、
そ
の
上
表
文
を
引
用
す
る
。

（
Ａ
）
　
今
依
レ
例
靱
仮
二
行
職
Ｊ
伏
願
恩
敗
岬
、
聴
除
レ
所
レ
仮
。
寧
朔
将
軍
面
中

　
　
　
王
姐
蔓
、
歴
二
賛
時
務
一
武
功
拉
列
、
今
仮
二
行
冠
軍
将
軍
都
将
軍
都
漢

　
　
　
王
Ｊ
建
威
将
軍
八
中
侯
余
古
、
弱
冠
輔
佐
、
中
効
夙
著
、
今
仮
二
行
寧

　
　
　
朔
将
軍
阿
錯
王
。
建
威
将
軍
余
歴
、
忠
款
有
レ
素
、
文
武
烈
顕
、
今

　
　
　
仮
二
行
竜
畷
将
軍
適
贋
王
一
広
武
将
軍
余
固
、
忠
二
効
時
務
一
光
二
凸
旦
国

　
　
　
政
一
今
仮
二
行
建
威
将
軍
弗
斯
侯
」
（
永
明
八
年
・
四
九
〇
年
）

（
Ｂ
）
　
今
邦
宇
誰
静
、
実
名
等
之
略
。
尋
二
其
功
勲
一
宜
レ
在
二
褒
顕
Ｊ
今
仮
二

　
　
　
沙
法
名
行
征
虜
将
軍
遭
羅
王
Ｊ
賛
首
流
為
二
行
安
国
将
軍
蹄
中
王
Ｊ
解

　
　
　
礼
昆
為
二
行
武
威
将
軍
弗
中
侯
」
木
干
那
前
有
二
軍
功
一
又
抜
二
台
肪
一

　
　
　
為
二
行
広
威
将
軍
面
中
侯
Ｊ
伏
願
天
恩
、
特
感
聴
除
。
（
建
武
二
年
・

　
　
　
四
九
五
年
）

　
百
済
は
臣
下
の
爵
号
と
し
て
「
面
中
」
「
八
中
」
「
蹄
中
」
「
弗
中
」
と
い
う

王
侯
名
を
除
せ
ら
れ
る
こ
と
を
南
斉
朝
に
要
求
し
て
い
る
の
だ
が
、
こ
れ
ら
は

百
済
の
地
名
を
表
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
は
二
っ
の
点
か
ら
確
認
で
き

る
。　

一
つ
は
日
本
側
の
資
料
で
あ
る
が
、
「
膵
中
」
と
い
う
地
名
が
、
日
本
書
紀

の
神
功
皇
后
摂
政
四
十
九
年
条
に
倭
に
降
服
し
て
き
た
朝
鮮
半
島
南
部
の
邑
名

と
し
て
登
場
す
る
。
二
つ
目
と
し
て
、
（
Ａ
）
（
Ｂ
）
の
百
済
の
上
表
文
の
な
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
六

で
同
様
に
使
わ
れ
て
い
る
「
阿
錯
」
「
適
羅
（
鷹
）
」
の
王
侯
名
が
「
三
国
史

記
」
の
地
理
志
の
い
わ
ゆ
る
総
章
二
年
李
動
奏
状
の
百
済
国
の
県
名
と
し
て
も

現
れ
て
い
る
事
が
挙
げ
ら
れ
る
。
何
ら
か
の
事
情
が
あ
っ
て
「
１
中
」
の
地

名
群
の
方
は
記
載
さ
れ
な
か
っ
た
が
、
「
阿
錯
」
「
適
羅
」
が
県
名
で
あ
る
以
上

「
蹄
中
」
「
八
中
」
「
面
中
」
「
弗
中
」
も
県
名
で
あ
る
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。

古
代
朝
鮮
史
の
末
松
保
和
氏
は
、
こ
れ
ら
「
１
中
」
の
地
名
を
「
原
地
名
の

頭
字
ま
た
は
頭
音
を
う
つ
し
て
い
る
」
と
判
断
し
て
、
「
任
那
興
亡
史
」
で
候

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

補
地
を
幾
つ
か
あ
げ
て
い
る
。
例
え
ば
、
「
蹄
中
」
は
全
州
碧
骨
郡
（
現
在
の

金
堤
）
を
指
し
、
「
辞
」
と
「
碧
」
の
音
が
同
じ
こ
と
が
そ
の
理
由
で
あ
る
と

し
て
い
る
。
こ
の
「
地
名
の
頭
字
音
十
中
」
と
い
う
指
摘
は
末
松
氏
以
外
に
も
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

鮎
貝
房
之
進
氏
が
「
雑
孜
日
本
書
紀
朝
鮮
地
名
孜
」
に
お
い
て
、
「
中
は
州
の

義
の
添
語
」
と
「
中
」
が
添
語
に
し
か
過
ぎ
な
い
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。

　
以
上
の
ご
と
く
、
四
九
〇
年
と
四
九
五
年
の
百
済
の
上
表
文
中
に
表
れ
る

「
１
中
」
の
形
の
地
名
は
、
「
中
」
に
州
の
意
味
を
持
た
せ
た
可
能
性
は
あ
る

も
の
の
地
名
の
本
体
を
表
し
て
い
な
い
添
語
と
考
え
る
べ
き
な
の
だ
。
そ
し
て
、

こ
の
百
済
の
上
表
文
に
見
ら
れ
る
地
名
表
記
の
影
響
を
、
隅
田
鏡
銘
文
の
述
作

者
が
受
け
て
い
る
と
す
る
な
ら
ば
、
「
中
」
の
音
に
は
ま
っ
た
く
こ
だ
わ
ら
ず

に
、
た
だ
「
開
」
の
音
が
持
つ
地
名
を
探
せ
ば
よ
い
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
で
は

い
っ
た
い
「
開
」
は
ど
の
よ
う
な
地
名
を
表
す
の
だ
ろ
う
か
。
し
か
し
、
こ
の

問
題
の
前
に
、
真
に
こ
の
字
は
「
開
」
で
あ
る
の
か
と
い
う
基
本
的
な
検
証
を



行
わ
な
く
て
は
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。

四
　
「
開
」
字
の
解
読
と
試
案

近
年
、
異
体
字
の
工
具
書
や
異
体
字
を
含
ん
だ
拓
本
、
版
本
等
の
数
も
増
え

て
き
て
、
異
体
字
研
究
も
か
な
り
精
綴
な
も
の
が
可
能
に
な
っ
て
き
た
。
こ
の

項
で
は
、
隅
田
鏡
で
「
開
」
と
訓
ま
れ
て
い
る
字
を
具
体
的
に
検
証
し
、
そ
れ

が
正
し
い
判
読
で
あ
っ
た
か
否
か
を
見
て
い
き
た
い
。
図
¢
が
「
開
」
字
の
写

真
で
あ
る
。
字
全
体
が
右
側
に
寄
り
す
ぎ
、
「
開
」
と
さ
れ
て
い
る
字
の
門
構

え
の
右
側
縦
画
が
鋸
文
帯
と
銘
文
帯
を
分
け
る
境
界
線
に
接
し
て
お
り
、
判
然

と
し
な
い
。
鏡
の
製
作
者
の
不
注
意
に
よ
る
も
の
だ
と
言
わ
れ
て
い
る
。
開
の

異
体
字
で
確
か
に
似
た
よ
う
な
字
も
あ
る
の
だ
が
、
そ
れ
ら
は
ま
ず
門
構
え
が

左
右
対
称
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ほ
ど
左
右
の
作
り
が
違
っ
て
い
る
異
体
字
は

な
い
。
幾
つ
か
の
異
説
が
提
出
さ
れ
て
き
た
の
も
、
そ
の
点
に
疑
問
を
生
じ
る

か
ら
で
あ
ろ
う
。
例
え
ば
、
左
偏
を
「
こ
ざ
と
へ
ん
」
の
異
体
字
と
し
「
陽
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

と
見
た
り
、
「
蹄
」
の
左
の
部
分
と
す
る
よ
う
な
説
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の

「
陽
」
も
「
膵
」
も
右
の
妾
の
字
形
に
問
題
が
あ
り
、
「
開
」
字
を
否
定
す
る
力

に
は
な
ら
な
い
よ
う
で
あ
る
。

　
そ
こ
で
、
こ
の
字
の
解
読
の
た
め
に
、
便
宜
上
幾
つ
か
の
ブ
ロ
ッ
ク
に
切
っ

て
考
察
を
加
え
た
い
。
ま
ず
真
ん
中
よ
り
縦
に
半
分
に
切
り
、
そ
の
右
半
分
を

更
に
横
に
二
っ
に
分
け
て
、
上
を
〃
、
下
を
々
と
す
る
。
残
さ
れ
た
左
半
分
の

　
　
　
　
　
隅
田
八
幡
神
社
人
物
画
像
鏡
に
お
け
る
「
開
中
」
字
考

偏
と
見
ら
れ
る
部
分
を
宇
と
し
よ
う
。
そ
れ
が
、
図
　
で
あ
る
。
ま
ず
最
初
に

戸
部
分
に
つ
い
て
の
筆
画
を
見
て
み
る
と
、
箇
所
Ａ
の
部
分
が
窪
ん
で
い
る
よ

う
に
見
え
る
の
が
わ
か
る
だ
ろ
う
か
。
箇
所
Ａ
の
す
ぐ
上
の
部
分
が
逆
に
盛
り

上
が
っ
て
見
え
る
こ
と
と
併
せ
て
考
え
れ
ば
、
こ
の
箇
所
Ａ
で
上
か
ら
の
線
が

途
切
れ
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
開
の
門
構
え
の
中
の
「
牙
」
と
さ

れ
て
い
る
部
分
の
箇
所
Ｂ
で
あ
る
が
、
こ
こ
も
よ
く
見
れ
ば
、
少
し
へ
こ
ん
で

見
え
る
。
こ
の
箇
所
Ｂ
で
も
箇
所
Ａ
同
様
に
線
が
切
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
う
す
る
と
こ
の
々
部
分
は
「
出
」
を
逆
さ
に
し
た
「
ｍ
ｍ
」
の
よ
う
な
字
と
い

う
こ
と
に
な
る
。
こ
の
よ
う
な
字
体
が
あ
る
の
か
生
言
え
ば
、
六
世
紀
の
石
碑

の
中
に
そ
の
使
用
例
が
確
認
で
き
る
。
例
え
ば
、
古
代
朝
鮮
の
新
羅
の
石
碑
群

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き
が
い

と
し
て
有
名
な
「
蔚
州
川
前
里
書
石
」
の
中
に
癸
亥
年
の
題
記
を
持
ち
、
五
三

四
年
と
推
定
さ
れ
る
碑
文
中
の
「
婦
」
（
図
＠
Ｔ
ａ
）
が
そ
れ
で
あ
る
。
妾
の

上
の
「
〔
」
と
下
の
「
巾
」
が
同
じ
広
さ
に
な
っ
て
お
り
、
今
の
活
字
体
の
よ

う
に
上
が
広
く
下
が
狭
い
と
い
う
わ
け
で
な
い
。
同
じ
幅
に
な
っ
て
い
る
の
で
、

上
下
が
付
き
や
す
く
一
っ
の
線
に
見
え
る
時
も
あ
り
、
そ
う
い
う
所
が
隅
田
鏡

と
こ
の
「
川
前
里
書
石
」
は
よ
く
似
て
い
る
。
上
の
似
部
分
と
併
せ
て
「
帝

（
ほ
う
き
）
」
の
異
体
字
と
見
た
い
。
箇
所
Ｃ
の
「
一
」
と
交
わ
る
縦
画
は
上
に

少
し
突
き
出
て
い
る
が
、
こ
の
よ
う
な
字
例
は
多
く
、
問
題
と
す
る
に
は
当
た

ら
な
い
。

　
そ
う
考
え
る
と
、
び
の
字
を
「
帝
」
の
上
半
分
「
ユ
」
と
見
て
よ
い
か
ど
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
七



隅
田
八
幡
神
社
人
物
画
像
鏡
に
お
け
る
「
開
中
」
字
考
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Ｃ



か
で
あ
る
。
真
ん
中
を
貫
く
は
ず
の
横
画
が
貫
け
ず
に
境
界
線
に
吸
収
さ
れ
て

し
ま
っ
て
い
る
が
、
貫
か
な
い
「
ヨ
」
の
字
例
は
多
い
。
ま
た
門
構
え
と
見
た

時
に
、
箇
所
Ｄ
が
っ
な
が
っ
て
い
な
い
の
が
不
審
で
あ
っ
た
が
、
「
ヨ
」
と
見

る
こ
と
よ
り
、
そ
の
疑
問
が
解
消
す
る
。
だ
が
、
そ
の
下
の
箇
所
Ｅ
が
っ
な
が

っ
て
見
え
る
の
が
お
か
し
く
な
る
。
私
は
こ
れ
を
原
稿
に
な
る
も
と
の
字
体
の

早
書
き
の
せ
い
と
考
え
て
い
る
。
例
え
ば
、
図
ゆ
Ｔ
ｂ
の
よ
う
な
墨
の
に
じ
み

に
よ
り
箇
所
Ｅ
が
く
っ
っ
い
た
よ
う
に
見
え
る
「
己
」
の
よ
う
な
元
原
稿
の
字

を
、
字
を
彫
る
人
が
そ
の
ま
ま
　
Ｉ
Ｃ
の
よ
う
に
誤
刻
し
て
し
ま
っ
た
も
の
か

も
し
れ
な
い
。

　
以
上
の
考
察
よ
り
、
「
開
」
の
右
半
分
と
思
わ
れ
て
い
た
部
分
が
、
実
は

「
帝
」
と
い
う
字
で
あ
る
こ
と
の
可
能
性
が
指
摘
で
き
た
が
、
そ
う
な
る
と
次

に
考
え
ね
ば
な
ら
な
い
の
は
、
こ
の
「
帝
」
字
を
妾
と
し
て
持
っ
て
い
る
漢
字

に
い
っ
た
い
ど
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
か
と
い
う
こ
と
だ
。
そ
こ
で
次
に
、
左

半
分
宇
の
部
分
の
考
察
に
入
る
が
、
私
は
こ
れ
を
「
師
」
の
左
側
の
偏
「
畠
」

と
見
る
。
こ
の
「
自
」
に
は
　
の
図
で
言
え
ば
箇
所
Ｆ
の
点
が
な
い
形
で
箇
所

Ｇ
の
左
縦
画
が
突
き
ぬ
け
た
隅
田
鏡
の
「
目
」
の
よ
う
な
字
体
も
あ
っ
た
。
図

＠
群
ａ
－
ｄ
が
そ
の
用
例
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
こ
の
隅
田
鏡
の
字
は
「
師
」
の

左
偏
「
局
」
に
、
妾
の
「
帝
」
が
っ
い
た
も
の
「
婦
」
と
い
う
漢
字
な
の
で
あ

る
。
そ
う
考
え
る
の
は
、
こ
の
よ
う
な
字
体
が
「
碑
別
字
」
の
中
で
「
帰
」
の

旧
字
体
「
蹄
」
の
「
止
」
が
省
略
さ
れ
た
異
体
字
と
し
て
見
る
こ
と
が
で
き
る

　
　
　
　
　
隅
田
八
幡
神
社
人
物
画
像
鏡
に
お
け
る
「
開
中
」
字
考

か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
が
図
◎
１
ａ
で
あ
る
。
実
物
の
拓
本
か
ら
の
用
例
と
し
て
、

陪
の
時
代
の
　
Ｉ
ｂ
も
あ
げ
て
お
こ
う
。
も
と
も
と
蒙
書
以
前
の
騎
に
は

「
止
」
は
っ
い
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
り
、
省
筆
は
「
寛
（
鏡
）
」
「
同
（
銅
）
」

な
ど
こ
の
隅
田
鏡
の
銘
文
中
に
も
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
同
様
に
「
止
」

が
省
筆
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
「
蹄
」
の
異
体
字
に
は
他
に
も
図
　
１
Ｃ
，

ｄ
の
よ
う
な
形
も
あ
り
、
「
止
」
が
付
く
形
が
す
べ
て
で
は
な
く
、
二
」
が
付

い
た
り
、
何
も
付
か
な
か
っ
た
り
と
、
い
ろ
い
ろ
な
省
筆
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

を
も
っ
て
「
簾
」
字
は
書
か
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。
輪
郭
を
ト
レ
ー
ス
し
て
、

全
体
の
字
形
を
は
っ
き
り
さ
せ
た
も
の
が
図
＠
で
あ
る
。
朝
鮮
半
島
や
中
国
の

北
魏
や
陪
の
石
碑
に
残
存
し
た
隷
書
の
異
体
字
に
よ
っ
て
書
か
れ
た
も
の
と
判

断
す
る
。
こ
れ
ら
の
考
察
に
よ
っ
て
、
今
ま
で
「
開
」
と
思
わ
れ
て
い
た
字
は
、

実
は
「
蹄
」
の
異
体
字
で
あ
っ
た
こ
と
が
よ
う
や
く
確
認
で
き
た
の
で
あ
る
が
、

あ
ら
た
め
て
「
１
中
費
直
」
の
中
に
こ
の
「
騎
」
字
を
還
元
し
、
「
騎
中
費

直
」
と
判
読
し
て
み
る
と
、
今
ま
で
読
み
解
け
な
か
っ
た
新
し
い
意
味
が
見
え

て
く
る
の
で
あ
る
。

五
　
「
廉
中
費
直
」

の
意
味

　
推
古
期
遺
文
に
は
「
蹄
」
が
「
き
乙
類
」
の
万
葉
仮
名
と
し
て
使
わ
れ
て
い

る
。
「
斯
騎
斯
麻
宮
」
と
い
う
地
名
で
、
元
興
寺
露
盤
銘
や
天
寿
国
曼
陀
羅
繍

帳
銘
な
ど
に
見
ら
れ
る
。
こ
の
宮
は
稲
荷
山
古
墳
鉄
剣
銘
の
中
に
出
て
く
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
九



　
　
　
　
　
隅
田
八
幡
神
土
人
物
画
像
鏡
に
お
け
る
「
開
中
」
字
考

「
斯
鬼
宮
」
と
同
じ
く
、
奈
良
の
磯
城
（
桜
井
市
）
に
あ
っ
た
と
言
わ
れ
る
。

「
騎
」
の
用
字
は
、
万
葉
集
な
ど
に
は
見
ら
れ
な
い
七
世
紀
以
前
の
古
層
の
万

葉
仮
名
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
こ
の
「
騎
中
」
の
「
中
」
字
を
前
々
項
で
考
察
し

た
よ
う
に
読
ま
な
い
で
良
い
と
す
る
な
ら
ば
、
「
騎
中
費
直
」
は
「
き
（
の
）

あ
た
ひ
」
と
読
め
る
。
す
な
わ
ち
、
古
代
の
有
力
な
豪
族
の
一
つ
と
し
て
数
え

ら
れ
る
紀
直
氏
を
指
し
示
す
こ
と
に
な
る
。
紀
直
の
奈
良
時
代
以
前
の
表
記
は
、

古
事
記
の
「
木
国
造
」
「
木
臣
」
の
表
記
よ
り
「
木
直
」
と
思
わ
れ
る
。
「
紀
」

や
「
木
」
は
共
に
「
き
乙
類
」
で
あ
り
、
「
騎
」
の
仮
名
遣
い
と
一
致
す
る
。

「
騎
中
費
直
」
は
、
「
木
直
」
以
前
の
表
記
で
あ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　
言
う
ま
で
も
な
く
、
隅
田
鏡
は
和
歌
山
県
橋
本
市
に
あ
る
隅
田
八
幡
神
社
に

伝
わ
る
国
宝
で
あ
る
が
、
古
代
か
ら
の
伝
世
品
で
は
な
く
、
江
戸
時
代
に
た
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
○

た
ま
近
く
の
古
墳
か
ら
発
見
さ
れ
た
と
の
口
伝
を
持
つ
。
も
し
、
こ
の
口
伝
に

信
愚
性
が
あ
る
な
ら
ば
、
紀
伊
国
内
の
古
墳
か
ら
の
出
土
と
い
う
こ
と
に
な
り
、

　
ゆ
紀
直
氏
と
結
び
っ
く
こ
と
に
な
る
。
そ
こ
で
、
今
少
し
こ
の
鏡
の
由
来
を
考
え

る
た
め
に
、
隅
田
鏡
の
銘
文
の
前
半
部
を
判
読
し
て
示
す
。

　
　
癸
未
年
八
月
日
十
大
王
口
（
男
？
）
弟
王
在
意
柴
沙
加
宮
時
斯
麻
念
長
奉

　
　
遣
騎
中
費
直
稼
人
今
州
利
二
人
等
（
以
下
略
）

　
大
王
（
も
し
く
は
弟
王
）
に
鏡
を
奉
呈
す
る
た
め
に
、
蹄
中
費
直
と
稜
人
今

州
利
が
使
者
と
し
て
遣
わ
さ
れ
た
こ
と
が
読
み
と
れ
る
。
っ
ま
り
、
こ
の
鏡
は

大
王
へ
の
使
者
と
な
っ
た
騎
中
費
直
（
後
の
紀
直
氏
に
つ
な
が
る
氏
族
で
あ
ろ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
〇

う
か
）
の
手
元
に
な
ん
ら
か
の
事
情
に
よ
っ
て
残
さ
れ
た
も
の
で
は
な
か
ろ
う

か
。
そ
の
事
情
は
推
測
す
る
し
か
な
い
の
だ
が
、
大
王
（
ま
た
は
弟
王
）
の
突

然
の
死
な
ど
が
考
え
ら
れ
る
。
斯
麻
か
ら
渡
さ
れ
た
鏡
を
、
大
王
の
も
と
へ
運

ぶ
途
中
で
大
王
の
死
の
報
が
入
り
、
そ
の
鏡
が
宙
に
浮
い
た
ま
ま
、
騎
中
費
直

の
所
有
す
る
も
の
と
な
っ
た
。
そ
し
て
、
後
に
紀
伊
国
の
隅
田
八
幡
神
社
付
近

の
古
墳
に
埋
葬
さ
れ
た
。
隅
田
鏡
は
そ
の
よ
う
な
可
能
性
の
一
つ
を
秘
め
て
い

る
と
言
え
そ
う
で
あ
る
。

六
　
二
字
地
名
化
と
い
う
問
題

　
最
後
に
「
騎
中
」
に
っ
い
て
の
問
題
点
を
述
べ
た
い
。
そ
れ
は
「
騎
中
」
が

「
木
（
紀
）
」
と
い
う
地
名
を
二
字
で
表
現
し
た
と
す
る
な
ら
、
「
意
柴
沙
加
」

は
な
ぜ
二
字
で
表
現
さ
れ
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
か
と
い
う
こ
と
だ
。
そ
れ
に
対

し
、
自
分
な
り
の
解
答
を
用
意
す
る
な
ら
、
こ
う
い
う
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
か
。

国
の
行
政
地
名
と
し
て
の
二
字
地
名
化
は
、
日
本
に
あ
っ
て
は
、
風
土
記
撰
進

に
関
す
る
和
銅
六
年
（
七
二
二
年
）
の
詔
勅
の
「
郡
郷
名
著
二
好
字
一
」
を
一

っ
の
指
標
と
す
る
。
朝
鮮
半
島
に
目
を
移
せ
ば
、
新
羅
の
二
字
地
名
化
政
策
は

少
し
遅
く
、
景
徳
王
代
八
世
紀
中
頃
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
新
羅
に
あ
っ
て
も
、

日
本
よ
り
数
十
年
遅
れ
て
施
行
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　
二
字
地
名
化
は
意
外
に
困
難
な
作
業
な
の
で
あ
っ
た
。
藤
原
宮
よ
り
出
土
し

た
木
簡
か
ら
「
群
馬
」
が
「
車
」
の
二
字
地
名
化
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
り
、



二
字
地
名
化
が
土
地
名
の
原
形
を
か
な
り
損
ね
た
形
で
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が

あ
ら
た
め
て
確
認
さ
れ
た
こ
と
が
あ
る
。
本
来
地
名
は
純
粋
な
国
語
で
あ
る
か

ら
、
「
久
留
末
」
（
和
名
抄
）
の
よ
う
な
三
字
の
地
名
を
無
理
に
二
字
に
し
よ
う

と
す
れ
ば
、
「
群
馬
」
と
い
う
無
理
な
表
記
も
現
れ
る
こ
と
に
な
る
。
遡
っ
て

五
世
紀
の
時
期
に
、
訓
に
よ
る
表
記
な
ど
ま
だ
日
本
で
は
定
着
し
て
い
な
い
と

思
わ
れ
る
時
代
に
、
「
意
柴
沙
加
」
を
二
字
化
す
る
な
ど
は
相
当
困
難
な
こ
と

で
あ
っ
た
ろ
う
。
も
し
百
済
の
王
侯
名
の
よ
う
に
表
記
す
れ
ば
「
意
中
宮
」
と

な
る
が
、
こ
れ
で
は
鏡
を
受
け
取
る
大
王
側
で
理
解
不
能
と
な
ろ
う
。
「
八
中
」

「
面
中
」
「
弗
中
」
が
百
済
の
地
名
と
し
て
は
そ
の
後
消
え
て
し
ま
っ
た
と
思
わ

れ
る
の
も
、
原
因
は
そ
こ
に
あ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　
し
か
し
、
不
思
議
に
「
蹄
中
」
と
い
う
地
名
の
み
は
日
本
書
紀
の
中
に
残
っ

た
。
そ
れ
は
き
っ
と
「
蹄
中
」
の
「
蹄
」
が
も
と
も
と
の
土
地
名
の
本
体
で
あ

り
、
無
理
な
省
略
や
変
改
が
行
わ
れ
な
か
っ
た
か
ら
だ
ろ
う
。
そ
し
て
こ
の

「
騎
中
」
も
、
隅
田
鏡
の
銘
文
述
作
者
が
、
「
き
（
木
）
」
と
い
う
地
名
を
、
そ

の
当
時
も
っ
と
も
ハ
イ
カ
ラ
な
百
済
直
輸
入
の
二
字
表
記
法
を
使
っ
て
表
そ
う

と
試
み
た
も
の
と
考
え
た
い
。
「
き
」
と
い
う
一
音
の
地
名
で
あ
っ
た
か
ら
こ

そ
、
本
来
の
土
地
名
を
破
壊
せ
ず
表
現
で
き
た
の
で
あ
る
。
私
は
、
こ
の
「
騎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

中
」
と
い
う
表
記
を
、
日
本
で
も
っ
と
も
古
い
地
名
二
字
化
表
記
と
考
え
て
み

た
い
の
で
あ
る
。

隅
田
八
幡
神
社
人
物
画
像
鏡
に
お
け
る
「
開
中
」

字
考

注
¢
　
蔵
中
「
『
カ
フ
チ
ー
考
」
（
『
島
田
勇
雄
先
生
退
官
記
念
　
こ
と
ば
の
論
文
集
』
、
一

　
九
七
五
年
）
馬
渕
「
隅
田
八
幡
宮
蔵
古
鏡
の
銘
文
に
つ
い
て
」
（
『
汲
古
』
十
二
、
一

　
九
八
七
年
）

　
福
山
敏
男
「
江
田
発
掘
大
刀
及
び
隅
田
八
幡
神
社
鏡
の
製
作
年
代
に
つ
い
て
」

　
（
『
考
古
学
雑
誌
』
二
四
の
一
、
一
九
三
四
年
）

＠
　
中
国
、
清
・
李
兆
洛
撰
「
歴
代
地
理
志
韻
編
今
釈
」

＠
　
大
庭
俺
編
『
居
延
漢
簡
索
引
』
（
一
九
九
六
年
）
の
地
名
索
引
よ
り
引
用

＠
　
中
国
・
対
仇
「
略
論
地
名
的
起
源
与
演
変
（
上
）
」
（
『
地
名
知
識
』
一
九
八
三
年

　
第
二
期
）
「
我
が
国
（
つ
ま
り
中
国
）
の
古
地
名
は
絶
対
多
数
が
一
字
地
名
で
あ
る
。

　
州
名
は
も
と
よ
り
論
ず
る
ま
で
も
な
く
、
国
名
、
郡
名
、
邑
名
、
山
名
、
川
名
の
多

　
く
が
一
字
で
あ
る
。
」
中
国
・
馬
暁
東
「
地
名
的
起
源
、
発
展
和
演
変
」
（
『
地
名
知

　
識
』
一
九
九
一
年
第
二
期
）
「
卜
辞
の
中
の
地
名
は
大
多
数
が
一
字
で
あ
る
、
例
え

　
ば
毫
・
沮
・
郭
・
孟
等
。
」
（
訳
筆
者
）

＠
　
添
詞
の
用
法
に
は
、
例
え
ば
「
－
者
」
が
固
有
名
詞
ま
た
は
こ
れ
に
準
ず
る
句
に

　
っ
い
て
「
…
と
い
う
も
の
」
と
い
う
意
味
を
表
わ
す
例
が
あ
る
。
（
牛
島
徳
次
『
漢

　
語
文
法
論
一
古
代
編
）
－
、
一
九
六
七
年
）

¢
　
内
田
「
百
済
・
倭
の
上
表
文
の
原
典
に
つ
い
て
」
（
『
東
ア
ジ
ア
の
古
代
文
化
』
八

　
十
六
号
、
一
九
九
六
年
）

＠
　
末
松
『
任
那
興
亡
史
』
（
初
版
一
九
四
九
年
、
増
訂
版
一
九
六
一
年
）

　
　
鮎
貝
『
雑
孜
日
本
書
紀
朝
鮮
地
名
孜
』
（
初
版
一
九
三
七
年
、
再
版
一
九
七
一
年
）

　
の
中
で
、
氏
は
「
中
」
が
州
の
義
に
な
る
理
由
を
具
体
的
に
は
説
明
を
し
て
い
な
い
。

　
ま
た
、
最
近
で
は
古
代
朝
鮮
史
に
造
詣
の
深
い
山
尾
幸
久
氏
が
隅
田
鏡
の
こ
の

　
「
中
」
字
に
つ
い
て
直
接
ふ
れ
、
「
中
は
統
一
新
羅
時
代
に
州
や
郡
と
さ
れ
る
よ
う
な

　
百
済
の
大
城
（
コ
フ
ル
・
コ
ホ
リ
な
ど
。
ぎ
は
大
、
ｏ
邑
は
城
邑
）
の
こ
と
で
あ

　
る
。
」
「
中
は
漢
語
を
字
義
（
軍
の
中
心
）
通
り
適
用
し
て
音
読
し
た
も
の
で
あ
ろ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
一



隅
田
八
幡
神
社
人
物
画
像
鏡
に
お
け
る
「
開
中
」

字
考

　
う
」
と
指
摘
し
て
い
る
。
（
『
古
代
の
日
朝
関
係
』
、
一
九
八
九
年
）
氏
は
隅
田
鏡
の

　
銘
文
中
の
「
斯
麻
」
を
百
済
の
斯
麻
王
（
武
寧
王
の
講
）
と
結
び
つ
け
て
考
え
て
い

　
る
の
で
、
隅
田
鏡
の
「
－
中
」
は
百
済
王
権
の
支
配
下
に
あ
っ
た
全
羅
道
地
方
の
大

　
城
の
一
つ
と
す
る
。
し
か
し
筆
者
は
、
後
の
項
で
ふ
れ
る
よ
う
に
隅
田
鏡
の
「
－

　
中
」
は
日
本
（
倭
）
の
地
名
を
表
し
て
い
る
と
考
え
る
の
で
、
山
尾
氏
の
説
、
特
に

　
音
読
説
に
は
賛
成
で
き
な
い
。

＠
　
「
陽
」
説
は
森
幸
一
「
隅
田
八
幡
神
社
蔵
人
物
画
象
鏡
判
読
新
考
」
（
『
専
修
史
学
』

　
十
二
号
、
一
九
八
○
年
）
「
辞
」
説
は
川
口
勝
康
「
隅
田
八
幡
人
物
画
像
鏡
銘
」

　
（
『
書
の
日
本
史
第
一
巻
○
飛
鳥
／
奈
良
』
、
一
九
七
五
年
）

◎
　
こ
の
口
伝
に
つ
い
て
は
、
生
地
亀
三
郎
の
「
国
宝
人
物
画
像
鏡
の
出
土
地
妻
古

　
墳
」
の
研
究
に
詳
し
い
。
ま
た
生
地
の
研
究
の
解
説
が
西
田
長
男
『
日
本
古
典
の
史

　
的
研
究
』
（
一
九
五
六
年
）
第
一
章
、
第
二
節
　
隅
田
八
幡
神
社
の
画
象
鏡
の
銘
文

　
に
あ
る
。

＠
　
「
騎
中
費
直
」
を
奈
良
時
代
の
紀
直
氏
と
す
る
か
に
つ
い
て
は
、
ま
だ
ま
だ
解
明

　
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
問
題
が
幾
っ
か
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
、
奈
良
に
勢
力
を
持
ち
、

　
中
央
官
僚
化
し
た
紀
臣
氏
と
、
紀
伊
国
造
家
を
宗
家
と
し
、
和
歌
山
に
勢
力
を
張
る

　
紀
直
氏
の
二
つ
の
紀
氏
の
系
譜
の
根
元
が
な
お
唆
味
な
ま
ま
だ
か
ら
で
あ
る
。
し
か

　
し
、
奈
良
と
和
歌
山
と
を
つ
な
ぐ
橋
本
市
に
「
蹄
中
費
直
」
が
古
墳
を
築
く
基
盤
を

　
持
っ
て
い
た
と
考
え
る
な
ら
ば
、
二
っ
の
紀
氏
を
っ
な
ぐ
糸
口
に
な
る
も
の
か
も
し

　
れ
な
い
。

＠
　
「
膵
中
」
以
外
に
「
蹄
支
山
」
「
蹄
城
」
と
い
う
表
現
が
日
本
書
紀
・
三
国
史
記
に

　
現
れ
る
こ
と
よ
り
、
「
蹄
」
が
地
名
の
本
体
で
あ
る
こ
と
が
予
想
で
き
る
。
ま
た
、

　
こ
の
よ
う
な
地
名
二
字
化
の
日
本
に
お
け
る
起
源
は
ど
こ
ま
で
遡
れ
る
か
と
い
え
ば
、

　
魏
志
倭
人
伝
の
中
に
「
大
倭
」
と
い
う
表
記
が
あ
り
、
こ
れ
が
「
倭
」
の
二
字
表
記

　
で
あ
る
と
す
る
説
が
あ
る
。
栗
原
朋
信
「
邪
馬
台
国
と
大
和
朝
廷
」
（
『
史
観
』
七
〇
、

　
一
九
六
四
年
）
も
し
、
そ
の
説
が
妥
当
で
あ
る
な
ら
、
「
わ
」
と
い
う
一
音
の
二
字

七
一
一

地
名
（
国
名
）
化
と
な
る
。
し
か
し
、
魏
志
倭
人
伝
は
も
と
よ
り
中
国
人
の
手
に
な

　
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
日
本
で
の
起
源
と
は
言
え
ま
い
。
ま
た
同
じ
魏
志
倭
人
伝
に

載
る
「
対
馬
」
と
い
う
国
名
も
「
つ
し
ま
」
と
い
う
三
音
の
地
名
の
二
字
地
名
化
の

可
能
性
が
あ
る
。

＊
な
お
本
稿
で
使
用
し
た
隅
田
鏡
の
写
真
は
、
筆
者
が
撮
影
し
た
も
の
で
あ
る
。
東
京

国
立
博
物
館
の
実
物
で
は
な
く
、
隅
田
八
幡
神
土
所
蔵
の
レ
プ
リ
カ
を
撮
影
し
た
も

　
の
で
あ
る
。
東
博
撮
影
の
写
真
も
用
意
し
た
の
だ
が
、
鮮
明
さ
を
第
一
に
し
て
筆
者

撮
影
の
も
の
を
選
ん
だ
。
こ
の
写
真
の
掲
載
を
許
可
し
て
く
だ
さ
っ
た
隅
田
八
幡
神

社
宮
司
の
寺
本
嘉
幸
氏
に
深
く
感
謝
し
た
い
。
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